
 

 

コミュニティスクール（学校運営協議会制度） 

校長 伊藤 栄司 

 先日の保護者会には大勢の方にご来校いただきありがとうございました。入学・進

級以来子供たちは元気に登校し学びを進めています。保護者会の時に少しお話しし

たコミュニティスクール制度（学校運営協議会制度）についてご紹介いたします。 

導入の背景 

 近年、子供たちを取り巻く教育環境は地域社会のつながりや支えあいの希薄化、家

庭の孤立化など様々な課題に直面しています。また、学校を巡る課題も複雑化・困難

化しています。そこで学校が中核となり、学校を取り巻く地域や家庭全ての方々にか

かわっていただく仕組みとしてコミュニティスクール制度が生まれました。 

 平成１６年度の改正地方教育行政法で制度化された後、平成２９年度の改正を受

け全国的な導入が進んでいます。昨年度までに全国で約３３％の学校が導入してい

ます。 

狛江市の取り組み 

 学校単位でのコミュニティスクール制度を導入する自治体が多い中、狛江市では

中学校区ごとのゾーンとして導入します。狛江第五小学校は狛江第四中学校のゾー

ンとして連携を図っていきます。狛江市は以前より小中の連携が密である特徴を活

かし、さらに地域や保護者との連携・協働を組織的・継続的に進めることで特色ある

学校づくりを進めていきたいとの思いが込められています。 

四中ゾーン 

 現在、地域代表の方、保育園・幼稚園長、元・現PTA会長、両校の校長など１７

名の委員選出が終わりました。今後は６月に第１回目の協議会を行い今後の方向性

など話し合っていきます。また、同時並行で「地域学校協働本部」の活動も始まり、

第四中学校の佐伯校長と「キャリア教育」を連携の柱とし、教育課程や教育活動につ

ながりをもたせ、小中９年間を通して子供たちを育てていきたいと計画をたててい

ます。 

地域とともに歩む学校 

 私は狛江市に赴任して今年で８年目になります。毎年、「いかだレース」「地域の

お祭り」「防災訓練」等に参加させてもらい狛江市の歴史や文化の良さを感じていま

す。また、見るだけではなく参加することで、地域の方々の熱い思いや子供たちへの

大きな期待が伝わってきました。やがて狛江市を支える子供たちを地域・家庭・学校

ががっちりスクラムを組んで育てていく組織がコミュニティスクール制度です。地

域とともに歩む学校として様々な取り組みを通し子供たちを育てていきます。 
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５月の予定 

２日(月) 視力(２) 委員会 

３日(火) 憲法記念日 

４日(水) みどりの日 

５日(木) こどもの日  

６日(金) ４時間授業  

      １３時１５分下校 

９日(月) クラブ活動 

      心臓検診（１） 

      租税教室（６） 

 

１０日(火) 校外学習（３）  

      視力検査（１） 

１１日(水) 内科検診（１，2，3） 

１３日(金) 眼科検診（全） 

１４日(土) 土曜授業（学校公開） 

      避難訓練 D 時程 

１７日(火) 腎臓検診（全） 

１９日（木） 生活科校外学習（２）

学力向上調査（６） 

２３日(月) 個人面談期開始 

 
２４日(火) 校外学習（４） 
      あいさつ運動開始

（６） 
２５日(水)  耳鼻科検診  

（２，４，６） 
２６日(木) 遠足（１）  
２７日(金) あいさつ運動終了 
３１日(火)  個人面談期間終了 

≪１年生を迎える会≫ 

４月２２日(金)に１年生の入学をお祝いする「１年生を迎える会」を行いました。１年生は、

朝や掃除の時間中にお手伝いをしてくれている６年生と一緒に笑顔で入場しました。会の中で

は、６年生から歓迎の出し物として、クイズ大会を行いました。「笑顔で五小に迎えたい」「楽

しく関わりたい」と思いが伝わってくる出し物で、１年生も笑顔で楽しく参加していました。 

 五小の児童みんなが兄弟・姉妹のように仲良くできるよう、今後も感染症対策を講じ、安全に

留意して児童会活動を充実させていきます。1年間よろしくお願いします。 

                      （特別活動委員会：山田 周吾） 
 

 

 

 

 

 

 

新年度になり、子供たちが気持ちを新たにスタートを切ってから、一ヶ月が過ぎました。楽し

みな気持ちや緊張する気持ちが疲れとなって体に現れてくる時期です。そこで、今月の目標は「き

まりを守ろう」にしました。学校生活を楽しく、安全に過ごすには、きまりや約束を守ることが

大切です。 

 学校では、通学路・登下校時刻・校舎内での過ごし方・持ち物・遊びの時間のきまりや約束・

コロナ禍での生活の仕方などについて自ら守る態度を指導しています。各ご家庭では、登下校の

様子や放課後等の遊び方について話し合い、進んできまりを守ることができるようお話しくださ

い。 

（生活指導委員会：吉田 翔） 

 

 

５月の生活目標：きまりを守ろう（通学路・チャイム・遊び・登校時刻など） 

【ふたば教室から】  

 本年度も新入級児童１２名を迎え、４４名の児童でスタートしました。４月は新しい先生や友達

と一緒にお互いを知る活動をしました。活動を通して初めて会う人との関わり方も学んでいます。 

 小集団指導と個別指導を児童の実態に応じて選択して行っています。自分のよさを伸ばし、苦手

なことに対してどのように解決していったらよいか一緒に考え、子供たちが「できた」と実感した

り、自信につなげたりできるように指導を工夫しています。保護者の皆様と五小の先生方、関係機

関等と連携して指導を行います。よろしくお願いします。      

 （ふたば教室：平 聖子） 

             

 


